
1竺竺匹竺no.16158 
＇塁

CONTENTS 

p竺翌竺,¥_!,I，山［高橋大輯認フィギュアスケーター常に目標をり 雷に上を！！…••3

1 ［饂鴫か瓢瓢疇疇3年目を迎えた学校支援地域本部事業…•0,10
1冗鯰雑昇告生潟学習殴鈴局社会塁寄需 昂睾置か文部科学薔穴至宮蒼忍：饗願

2 

学校支援地域本部事業のこれまでの取組と今後の事業展開・ 0… •10

学校支援地域本部事業の普及と課題 事業実態調査の結果から》高橋興…… 12

地域とともに歩む学校 市民総がかりで仙台の人づくりを枷仙台市教育委員会…•·14 

「地域の子は地域で育てる」体制づくりを目指して

小学校区での学校支援ボランティア事業の取組をとおしてや鹿児島市教育委員会……17

インぐピュー：，＇禁ー 1、1 仙台市立櫂岡小学校の取組……20

イ‘’’'女ビCL三／ポート：2 廊児島市立春山小学校の取組……24

［交音襄科学誉醗鴫疇置予疇

運転再開…そして臨界到達…..・26

運転再開までの道のり……26

今、なぜ「もんじゅ」が必要なのか…•·31
高速増殖炉の実用化に向けた展望・ 0… •31

•9 CO  • • 26 

運転再開後の予定・-----27

l 当直長に聞きました枷田畑勇一…｀・・29

競争が激化する枇界の高速増殖炉開発・ n …32

本部長に聞きましたい早瀬佑一…...33 

3以9乙彎疇撃畠9 瓢疇置嗣疇..●・・35

［冗四疇＇疇麟梨滋交疇長官霞冗疇娑

「改定常用漢字表」（答申） い文化庁文化部国語課・い…35

［ はじめに 35/答申までの経緯 35/答申の内容 36/おわりに 37

文化政策部会「審議経過報告」〉文化庁長官官房政策課•…••39
はじめに 39/第1文化芸術振興の基本理念 39/第2文化芸術振興のための重点施策 39/今後の検討課題 41

4悠

二`二］`｀□,:：．；しス 42

・・・・・・42 

直攣学省FL攣i

！＇琴Wi冴闊ピ9〈「

ニオ:<二iス：＇ールハよ：こそ

只：1'賓忍守る

乞ら！9.1こ麟字：峻施殷を目詣して

置が：；如詞臼r

逗化する高専闘羞孔て写翡

テー！に「ニソポ：＇］を完言

9’―‘!'立'1喀［ませi了心竺っ；~ちの科学久）芋

芦む文学翠［育酌蕪

唸Iったとき．に位図書館へ

、直品虐ぶ’i)繋育、研尻汚羹；l

学冗j着葬究切濯：景詞揺

匡芯に学び仲 I局と姜•万

'訂了五科学妙・i,iiiii佑晨研究阿国蘊紐＇冗苦告

t IE日［主！立教育恥第研究で国（` ・，rt

海外曼祈豹育筐苔

了•..`'‘、97(.,、)国立樽如惹

I‘C) 1ci i i¥! tく．M,i日己ふ岱

ク亡一ー：・マ，：？n

9 文部示苓学時報 2010.8 

国立大学法人化後の現状と課題について（中間まとめ）の概要…•O•42
法入化後の社会経済情勢 42/法人化後の状況分析（教育研究等） 44, 法人化後の状況分析（制度） 46/法

l 人化の評価の総括 48/0今後の改善方策 48/まとめ 49

野口聡一宇宙齋行士文器科学大臣表敬／第42目国農化学オリンピック日本大会閉幕／次世代スーパーコンピュータの愛称は「京」……表紙襄

地域のつながりが生む、子どもたちの笑顔と教育力の向上・・・・・・ 1

海外の姉妹校交流をとおして行う国際（異文化）理解と郷土再発見 広島県立広島井口高等学校・・・・・・50

文化財保安への取組 奈良県警察本部生活安全企画課…...5・1 

愛知県安城市環境首都推進課。教育委員会総務課／新潟県上越市立安塚中学校・… ••52

小。中学校における特別支援教育コーディネーターに関する取組•… •·56

舞鶴工業高等専門学校／石川工業高等専門学校・・・・・・58

ドーピング防止活動の意義 （財）日本アンチ・ドーピング機構(JADA)……62

目指せ！フューチャー。スーパー・サイエンティスト 未来の科学者養成講座……64

千葉大学／福岡県立大学·… ••66 ]辰紙高橋大輔さん

秋田県立図書館・・....70 

日立市かみね動物園……71

触媒化学研究拠点／再生医学，再生医療の先端融合的共同研究拠点／

素粒子原子核研究所／物質構造科学研究所・・・・・・72 ~ 
ェックス線回転横断撮影装置（座位） ／酒の自動販売機・・・・・・75 : 

国立赤城青少年交流の家:・・・・・76

近未来への招待状 ナイスステップな研究者2009 からのメッセージ・…••78~
生徒指導に関する 2つの資料••… •80 g 
フランス／韓国／ユネスコ・…••82

台湾の国立博物館••…•84

山あいの村に文化を創出する「公民館」（ネパール）……86

平成22年版科学技術白書……88

至宝の仏像（奈良国立博物館）… •••89 「撮影：高坂敏夫

古代エジプト美術館•…••90 I※高僑さんが持つ「生きる力」の文

気象予報士中井美雅さん••… •91 I ]畠~i~~:::□9：レ，



私
が
勤
務
す
る
奈
良
県
警
察
本
部
は
、
奈
良

県
の
北
部
に
位
置
す
る
奈
良
市
登
大
路
町
に
所

在
し
、
東
に
は
大
文
字
の
山
焼
き
が
行
わ
れ
る

若
草
山
、
そ
の
す
そ
野
に
は
奈
良
公
園
が
広
が

り
、
東
大
寺
大
仏
殿
、
興
福
寺
五
重
塔
等
が
近

く
に
見
え
ま
す
。
日
本
の
歴
史
と
文
化
の
ふ
る

さ
と
、
奈
良
大
和
路
に
は
、
古
杜
寺
を
中
心
に

数
多
く
の
国
宝
二
重
要
文
化
財
が
あ
り
、
本
年

4
月
24
日
か
ら
11
月
7
日
ま
で
の

1
9
8
日
間

は
、
奈
良
市
平
城
宮
跡
に
お
い
て
平
城
遷
都

1
3
0
0
年
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
、
こ
れ
を
守
り
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
大
切
に
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

こ
の
文
化
財
が
犯
罪
者
か
ら
狙
わ
れ
、
盗
難
、

火
災
な
ど
の
被
害
に
遭
い
ま
す
。
昨
年
、
奈
良

県
下
で
は
国
宝
の
石
上
神
宮
の
摂
社
拝
殿
に
対

す
る
放
火
事
件
、
無
住
社
寺
等
を
対
象
と
し
た

仏
像
の
盗
難
事
件
が
多
発
す
る
な
ど
文
化
財
に

対
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

警
察
は
、
警
察
法
に
よ
り
「
個
人
の
生
命
、
冨

身
体
及
び
財
産
の
保
護
に
任
じ
犯
罪
の
予
防

…
•
•
•
も
っ
て
そ
の
責
務
と
す
る
」
と
さ
れ
、
県

内
に
多
数
の
文
化
財
を
有
す
る
、
奈
良
県
警
察 大極殿

で
は
、
文
化
財
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

昭
和

49
年

8
月
に
文
化
財
保
安
官
が
設
置
さ

れ
、
文
化
財
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
取
組
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
文
化
財
を
犯
罪
か
ら
守
る
取
組

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
文
化
財
が
関
係
す
る
事
件
、
事
故
が

発
生
す
れ
ば
、
私
の
と
こ
ろ
に
報
告
が
入
り
ま

す
C

地
元
警
察
で
は
、
現
場
に
お
い
て
、
発
生

状
況
、
原
因
等
に
つ
い
て
捜
査
を
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
報
道
発
表
を
行
い
ま
す
が
、

文
化
財
が
関
係
し
ま
す
の
で
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
貴
重
な
文
化
財

ほ
ど
国
民
の
関
心
は
高
く
な
り
ま
す
。
文
化
財

に
関
し
て
は
、
国
民
の
関
心
が
非
常
に
高
く
、

亘

文化財｛ 安 の 組
奈良県警察本部生活安全企画課文化財保安官

中上広平

こ
れ
を
守
る
こ
と
、
保
存
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
管
内
の
文
化
財
の
実
態
を
把
握
し
、

文
化
財
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
各
種

対
策
を
請
じ
る
こ
と
で
す
。

平
成
21
年

6
月、

7
月
中
に
、
県
下
の
文
化

財
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
県
警
察
‘
‘
行
政

機
関
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
無
住
社
寺

等
に
対
し
、
防
犯
設
備
の
点
検
や
有
形
文
化
財

等
の
保
有
状
況
の
調
査
を
行
い
資
料
化
に
努
め

ま
し
た
。

特
に
、
警
察
官
が
文
化
財
の
管
理
者
と
個
々

に
面
接
し
、
文
化
財
の
保
有
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
、
防
犯
上
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
指
導
を
行
い
、
今
後
の
防
犯
対
策
を
講

じ
ま
し
た
。
調
査
期
間
中
に
仏
像
の
盗
難
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
警
察
官
が
盗
難
に
あ
っ

た
仏
像
を
資
料
化
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
盗

難
品
を
全
国
手
配
し
た
こ
と
が
被
疑
者
検
挙
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。
文
化
財
の
実
態
を
把
渥
し

て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

こ
の
実
態
把
握
の
中
で
、
特
に
管
理
者
に
防

犯
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
指
導

し
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
、
管
理
者
自
ら
が

「
文
化
財
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
意
識
を
強
く

持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
出

発
点
と
な
る
の
で
す
。

次
に
、
各
種
の
防
犯
対
策
を
講
じ
、
外
部
か

ら
不
審
者
の
侵
入
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。例

え
ば
、

0
文
化
財
収
納
建
造
物
等
の
定
期
的
な
巡
回
と

鍵
、
窓
等
の
異
常
有
無
の
点
検

0
防
犯
機
器
（
セ
ン
サ
ー
、
照
明
灯
等
）
の
設
置

0
平
素
か
ら
文
化
財
の
近
隣
の
住
民
に
対
す

る
、
不
審
者
（
車
）
お
よ
び
異
常
を
発
見
し

た
場
合
の
通
報
と
チ
ェ
ッ
ク
等
の
依
頼

な
ど
で
す
。

ま
た
、
文
化
財
を
保
有
す
る
団
体
相
互
の
情

報
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
文
化
財
に
対
す
る

窃
盗
等
の
不
審
者
情
報
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

特
に
窃
盗
事
件
の
場
合
、
連
続
し
て
文
化
財

が
狙
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
次
は
自
分
の

と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
危
機
感
を
持
っ
て
ほ

し
い
の
で
す
。

最
後
に
、
警
察
は
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
安
全

は
、
地
域
で
守
る
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
地
域

の
方
々
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
保
有
す
る
地
域
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
元
の
方
々
に
文
化
財
の
存
在
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
付
近
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
見
回
り
活
動
、
不
審
者
を
発
見
し
た
場
合

の
通
報
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
、
良
好
な
関
係

を
保
持
し
て
、
文
化
財
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

た
め
の
協
力
を
得
て
ほ
し
い
の
で
す
。

文
化
財
保
安
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
化
財
を
多

く
知
ろ
う
と
、
時
間
が
あ
れ
ば
県
内
を
見
て
歩

く
中
で
、
多
く
の
仏
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

1
0
0
0
年
以
上
も
前
に
造
ら
れ
た
仏

像
が
、
現
存
す
る
こ
と
を
考
え
、
時
の
流
れ
の

中
に
身
を
置
く
自
身
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
文
化
財
を
残
す
た

め
の
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
~u
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本
誌

8
月
局
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
．
教

育
、
科
学
技
術
、
文
化
に
お
け
る
各
分
野
広
範
に
わ
た

る
4
つ
の
特
集
記
事
を
各
局
が
総
力
を
あ
け
て
特
集
し

て
い
ま
す
c

他
の
連
載
記
裏
等
と
も
あ
わ
せ
、
充
実
し

た
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
集

1
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
が
事

業
を
開
始
し
た
、
地
域
全
体
で
学
校
教
育
支
援
の
体
制

を
つ
く
る
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
つ
い
て
f

3
年
目
を
迎
え
た
成
果
と
今
後
の
事
業
展
開
、
そ
し
て

各
地
域
の
取
組
事
例
や
現
場
の
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳

し
く
紹
介
し
ま
す
。
今
回
、
現
地
取
材
を
行
う
中
で
感

じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
事
業
の
実
施
か
ら

3
年
足
ら
ず
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
事
業
は
す
で
に
多
く
の
学
校
・
地

域
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
各
々
の
地
域
の
実
状

に
応
じ
た
進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
c

教
育
課
程
や
授
業
の
中
に
保
談
者
や
地
域
の
大
人

が
入
り
、
支
援
を
行
う
と
い
う
以
前
ま
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
本
事
業
の
ス
タ
イ
ル
は
、
着
実
に
成
呆
を
あ

げ
て
お
り
、
各
学
校
・
地
域
の
相
互
協
力
と
理
解
増
進

に
資
す
る
こ
と
を
現
場
の
多
く
の
方
が
感
じ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
の
事
業
で
実
施
す
る
授
業
に
た
い
へ
ん
喜
び
を
感
じ

て
い
る
様
子
が
何
よ
り
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。

特
集
2
で
は
、
約
14
年
ぶ
り
に
運
転
を
再
開
し
た
高

編

集

後

記

令

T
3
2
0
1
0年
9
月
号
（
次
号
）
予
告

B
 

学
校
生
活
の
充
実
を
目
指
す

日電子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
の
進
展
と
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

日将来
社
会
を
支
え
る
科
学
技
術
の
予
測
調
査

生
徒
指
導
提
要

文
部
科
学
省
の
最
新
の
動
き
を
ダ
イ
シ
ェ
ス
ト
て
お
伝
え
す
る
「
文
部
科
学
省
F
L
A
S
H
」
、
特
集
記
事
を
異
な
っ

た
視
点
で
巻
頭
で
お
伝
え
す
る
「
A
c
tivity
r
e
p
o
rt
0
f
 

M
E
X
T
J
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
豊
富
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
全
部
局
に
よ
る
連
載
記
事
掲
載
中
！
・

「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
ヘ
よ
う
こ
そ
」
「
文
化
財
を
守
る
」
「
き
ら
り
と
光
る
学
校
施
設
を
目
指
し
て
l

「S
tep

tog
e

th
e
r

特
別
支
援
教
育
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
」
「
進
化
す
る
高
専
」
「
チ
ー
ム
『
ニ
ッ
ポ
ン
』
を
支
え
る
」
「
学

術
研
究
の
最
前
線
」
等
、
文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
教
育
、
科
学
技
術
＇
学
術
｀
．
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
＇
芸
術
各
分
野
の

最
新
の
取
祖
が
ま
す
ま
す
充
実
。
お
楽
し
み
に
1

・

速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
、
平
成

7
年
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
淵
え
い
事
故
か
ら
今
回
の
原
子
炉
臨
界
到
達

ま
で
の
苦
難
と
努
力
の
道
の
り
に
つ
い
て
、
現
場
関
係

者
の
声
と
、
今
後
期
待
さ
れ
る
役
割
を
詳
し
く
お
伝
え

し
ま
す
。

本
号
の
巻
頭
―
,
P
e
r
s
o
n
a
l

i
t
y
」
で
は
~
本
年2
月
に

カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
削
的
な
復
活
を
遂
げ
見
事
日
本
人
男
子
フ
ィ
ギ

ュ
ア
初
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
高
橋
大
輔
さ
ん
に
、
改

め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
お
話
を

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
、
捉
も
が
、

け
が
て
苦
し
む
高
橋
さ
ん
の
復
活
を
願
っ
て
や
ま
な
か

っ
た
中
、
そ
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
努
力
の
意
味
と
は
何
か
、
っ
i
つ
の
こ

と
を
諦
め
ず
に
続
け
る
意
羨
と
は
何
か
、
お
話
し
の
中

で
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
物
と

し
て
も
裏
表
の
な
い
素
晴
ら
し
い
方
で
し
た
。
ぜ
ひ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

本
誌
は
、
文
部
科
学
省
内
外
の
多
く
の
御
閲
係
者
の

皆
様
の
御
協
力
の
下
に
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
次
佐

以
降
も
、
引
き
続
き
本
誌
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

写
〈
部
科
学
省
大
臣
官
房
政
策
課
]

の
変
化

ナます。
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